
『聚楽学区防災まちづくり計画』を作成しました！ 

「災害に強いまち」

学区全体で「防災まちづくり」の取組

まちの歴史や文化，両側町などの

コミュニティを継承 将来

にわたって誰もが安心安全に住み続けられる 継続して

「防災まちづくり」に取り組んでいくための目標や方針 具体

的な取組等 『防災まちづくり計画』を

作成

「防災まちづくり意見交換会」を実施しました！ 
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意見交換の主なご意見や

それを踏まえた今後の進

め方については，裏面を

ご覧ください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「路地ごとの防災訓練」を実施しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『路地ごとの防災訓練』の様子 

上京消防署から災害時に取
るべき行動について説明を
受け，消火訓練を実施しま
した！ 

袋路（行き止まり路地）で
２方向避難ができるかど
うかなど，実際の状況を
確認しました！ 

  意見交換の主なご意見と今後の進め方   
 

＜主なご意見＞                ＜今後の進め方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯防災上の課題について 

・救急車などの緊急車両が進入・通り抜けできな

い通りがある。（猪熊通・上長者町通など） 

・空き家に郵便物が溜まり，放火が心配。地域で空

き家の管理や見守りができるとよい。 

・台風の被害があった際に，空き家所有者と連絡

を取るのが大変。 

・学区の避難所であるため，元聚楽校の万代塀を

安全なものに変えてほしい（猪熊通・葭屋町通）。 

 

◯道幅が４ｍ未満の通りは，所有者に

働き掛け，後退部分の拡幅整備を進

めます。 

◯老朽化した危険な空き家は，所有者

に適正に管理してもらうよう引き

続き，京都市と連携して働き掛けて

いきます。 

◯元聚楽校の万代塀は，安全な避難経

路を確保するため，現在，京都市の

関係各課に働き掛けています。 

◯学区内の連携・取組の実践 

・町内の高齢者の情報は町内会長が把握する必要

がある。民生委員とも連携する。 

・組長の役割が大事。 

・路地単位で防災意識を持つ。路地ごとの防災訓練

は良いことである。 

・配布物を配ることで安否確認の方法になる。 

・地域行事を活用し，防災備品の確認・共有を行う

（地蔵盆，運動会，新年会など）。 

 

◯今後，継続的に防災まちづくりに取

り組むために，地域の各種団体や地

域行事と連携を行い，地域資源を活

用しながら進めていきます。 

◯路地ごとの防災訓練については，今

後も上京消防署と連携しながら取

り組んでいきます。 

実際の災害を想定した
路地からの避難訓練を
行いました！ 
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